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先週のマーケット動向（8 月 5 日～8 月 9 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,359.0  1,388.6  1,355.0  1,364.6  ▲6.7 

JPY/KRW 9.3341  9.6483  9.2522  9.2791  +0.079 

KOSPI 2,611.30  2,611.30  2,386.96  2,588.43  ▲87.76 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は粗い値動き。週初のドル/ウォ

ンは1,359.0ウォン付近でオープン。米金利低下を受けて

上値重い推移が続いたものの、アジア株安を受けて韓国市

場でもサーキットブレーカーが発動。リスク回避の動きか

らドル/ウォンは1,370ウォン台半ばまで急騰した。6日も

韓国株式市場から海外勢の資金流出が継続し、ドル/ウォ

ンは堅調推移。7日もドル円相場が上昇する動きにつられ

ウォンは軟調推移が続いた。8日は前日の海外時間に米株

式が軟調推移したことで、韓国株式も軟調推移となり、海

外勢の資金流出が継続。一方で、週末9日は米景気後退懸

念が和らいだことでウォン売りが巻き戻され終盤にかけて

ドル/ウォンは下落。結局、前週末比▲6.7ウォンの

1,364.6ウォン付近で引けた。（韓国時間15：30） 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンはやや上値重い展開を予想。月初か

ら続いた株式市場の調整は一旦先週末までで落ち着きを取

り戻した。リスクセンチメントの改善を通じて海外勢によ

る資金流入が続けばウォンは一段の上昇余地がある。一

方、今週は米CPI・PPI・小売売上高といった重要指標の発

表を控えており、様子見ムードも強まろう。米国の大幅な

利下げ期待が和らぐにつれ、ドルも買い戻され、主にドル

/ウォンは1,360ウォン台での推移を見込む。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1350 ～ 1375 9.15  ～ 9.45  145.3  ～ 148.3  

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

今後の予定 

 

13日(火) 米 7月 PPI 
14日(水) 欧 2Q GDP 改定値

韓 7月 失業率 
米 7月 CPI 

15日(木) 米 8月 失業保険新規申請者数 
日 6月 鉱工業指数 確報値
中 7月 小売売上高 
中 7月 鉱工業生産 
米 8月 NY連銀製造業指数 
米 7月 小売売上高 
米 7月 鉱工業生産 
日 2Q GDP 速報値

16日(金) 米 8月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値
米 7月 住宅着工件数 


